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Einstein の相対性理論の「光速度不変」原理が展開する数式， 
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の(1)式は誤りである．水平方向往復路の時間を用いた新しい数式を提示する．     
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(3)式は簡単な展開およびピタゴラスの定理より(2)式となる． 
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  (4)式の ( )21cos vtvt +θ  は(3)式の持つ物理的意味を明確に示す． 

  ピタゴラスの定理を(5)式に，(1),(2)式を等号で結び(6)式を得る． 

       ( ) lvtl 2sin2 2
2
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( ) lvtl 2sin2 22
2
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(6)式は相対性理論の数学上の破綻を示す． 

(6)式を書換え ll 2sin2 =× θ  で表すと θsin  はローレンツ変換と同値であり， 0=v で両 

辺は等号で結ばれる． 0=v は「光速度不変」原理であり．相対性理論の理論上の破綻である． 

  

結論 相対性理論の「光速度不変」原理の数学的破綻は証明された．相対性理論は物理上存在し

ない． 

第62回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2015 東海大学 湘南キャンパス)13p-P1-4 

© 2015年 応用物理学会 02-097


